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衛生動物に関する研究報告

環境衛生科 園 部 寿 昭

1) 大潟村における衛生動物の調査

昭和 42年 4月 4日， l8日， 5月 2日， 9日

l 6日， 23日の 6回にわたつて，衛生昆虫類の

採集を行った。トラップ法によらず，ネットを用

い見つけ取り法で採集した。日中の調査と調査地

までの交通不便から調査時間が十分とれず短時間

のため，対象昆虫頚を＾エ類にした。集落形成前

であるので採集されたのは， Saro0Phae;1da 

e,Oall1Phor1dae の野外性の種類であっ

た。集落形成がなされると，動物相の大きな変動

があらわれるが，今後，トラップ法による採集で

調査する必要がある。

2) コガタアカイエカの発生状態の調査

昭和 42年 5月 30日， 6月 6日， 20日， 2

7日の 4回， Oulex t工1taen1orhynoh

USの larvaの発生状況を秋田市下北手，明田

牛島，川尻地区の田圃でヒシヤクによる掬い版り

法で調査した。

adultの発生状態については， drY-1ce

trap法と 11ght trap法によって力の採集

を行い、調査した。

秋田市新屋中村浜控豚場では dェy-1ce tr.ap 

法によつて，昭和4,2年 7月 12日から 9月 13 

日までの期間，週 1回づつ夕刻 7時 30分頃に，

t raptこ dry— 1oe を入れ，翌朝 4 嗚にt rap
ノ

を取り外す方法で力の採集を行ったが， Oulex

tr1taen1orhYnchusを確詑することがで

きなかった。採集されたのは， AedeSとOule

x P1P1ensであった。しかも，毎回の採集個

体数は非常に少なかった。

また，秋田市追分にある経済連天王養豚場では，

11gh t trap法によって，昭和 42年 8月 9

日から 10月 3日までの期間，週 1回づつ夕刻 7

時 30分頃にtraPtこライトをつけ，翌朝4時に

ライトのスイ：；；チを切る方法で力の採集を行った。

採集個体数は非常に多かったが light trap 

のため小形 Ooleopteraがtェapに相当数入

りこんだ。そのために，力の標本に破そんしたも

のが多くでて，分類に支障をきたしたが，破そん

個体数を除いても4,.50 0個体から 70 0個体のカ

を採集することができた。

8月 23 日には， O• t r :1.t aen1 orhYnohus 

が 54,個体， 29日には 10 8個体， 9月 19日に

は 62涸体， 26日には 12個体を確認すること

ができた。


